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研究要旨：潰瘍性大腸炎術後に発生する出血を中心とした小腸炎について、我が国で初めての大規模

調査を実施した。潰瘍性大腸炎 5284 手術症例に対して、42 例（0.8%）の発生をみた。さらに、死亡例

が 5 例に認められた。潰瘍性大腸炎術後の小腸からの大出血、小腸炎はその発生頻度は少ないものの

重症化することから、その存在を十分啓蒙する必要がある。 
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Ａ．研究目的 

本研究班において、潰瘍性大腸炎術後に発生する

小腸出血、小腸炎調査研究を多施設共同にて行って

きた。 

本研究の目的は、「単施設では経験数の少ない潰瘍

性大腸炎術後の小腸炎・小腸出血を集積し、本邦に

おける術後小腸病変の現状を知り、その治療法を検

討すること」である。 

 

Ｂ．研究方法 

詳細は昨年度の研究報告書に記載した。以下簡

略化して、調査対象症例を記載する。 

1) 出血は、胃および十二指腸球部のみからの出血

例は除く、輸血、緊急手術、および何らかの積

極的な治療が講じられた症例。 

2) 小腸炎については、術後に炎症に対する積極的

治療を必要とした症例。具体例として、術後ス

トーマ排液過量により蛋白漏出性腸炎を来した

症例（輸液以外の特殊治療を必要とするもの）

や回腸穿孔など。 

3) 病変が回腸嚢に限局し、厚生労働省班会議診断

4) 基準により回腸嚢炎と診断された場合 は、回腸嚢炎として取り扱い調査対象か



ら除外。 

5) サイトメガロウィルスなど特異的感染

症も本研究の調査対象に含む。 

班会議外科系研究グループに加え、内科系

研究者を中心としたサイトメガロウィル

ス腸炎研究グループとの合同により実施

した。 

（倫理面への配慮） 

連結のできない匿名化とし、個人情報の

特定化につながらないよう十分な配慮の

もとに実施した。 

 

Ｃ．研究結果 

41 施設より回答を得た（回収率 89%）。

前年度の本研究において、5284 手術施行

例に対し 42 例に発症し、発生頻度（手術

例の 0.8%）、患者背景、術前重症度、罹患

範囲、手術適応などの患者背景について報

告した。また、発症時の病変範囲、臨床症

状、随伴所見などについても調査結果を記

載した。 

 本年度は、上記に続いて診断と治療を中

心に検討を行った。出血例に対して施行し

た検査法は消化管内視鏡検査が 31/42 例

（74％）で最も多く、ついで CT が 21/42

例であり、出血に焦点を絞った検査である

血管造影は 8/42 例（19％）、出血シンチグ

ラムは 1/42 例（2％）と少なかった。その

診断率についてみると、 

 

Ｄ．考察 

本研究によって、本邦における潰瘍性大

腸炎術後の出血を中心とする小腸病変の

発生頻度が明らかとなった。さらに、死亡

例も存在することが示された。重症・劇症

例の術後が多いことから、免疫抑制状態や

全身状態の不良が発症に関与すると思わ

れる。しかし、サイトメガロウィルス感染

については、病変発生の直接的な契機とな

ったり、増悪に積極的に関与することを証

明できる症例は必ずしも多くないと思わ

れた。治療内容などを中心に更なる解析を

行っている。 

 

Ｅ．結論 

潰瘍性大腸炎 5284 手術症例に対して、42

例（0.8%）の発生をみた。さらに、死亡例

が 5例に認められた。潰瘍性大腸炎術後の

小腸からの大出血、小腸炎はその発生頻度

は少ないもののきわめて重篤に陥ること

が少なくないことから、その存在を十分啓

蒙する必要がある。 
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